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新 潟 県 津 南 町

いざという時に備えて
【関連記事】
つなんまちかどスケッチ（P.15）



広報 2令和３年10月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

苗場山

標高２，１４５ｍ

日本百名山のひとつ

苗場山

山頂には広大な高層湿原が

広がっています

登山にチャレンジして

広大な景色を

眺めてみませんか？
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苗場山頂の池塘



広報 4令和３年10月号

目的別
歳　入

34億7,475万円
地方交付税
（39.4％）

25億5,222万円
国・県支出金
（28.9％）

10億7,628万円
町税

（12.2％）

3億3,520万円
繰越金（3.8％）

1億2,734万円
諸収入（1.4％）

1億3,216万円
繰入金
（1.5％）

2億7,906万円
その他（3.1％）

5億2,650万円
町債（6.0％）

2億1,768万円
地方消費税交付金
（2.5％）

8,353万円
地方譲与税（0.9％） 2,455万円

その他（0.3％）

依
存
財
源
78％

　　　

　　自主財源 22％
　
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

令和
２年度

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

▼歳入合計

88億2,927万円

5億9,944万円
固定資産税
（55.7％）

3億923万円
個人町民税
（28.7％）

6,218万円
法人町民税
（5.8％）

6,081万円
町たばこ税
（5.7％）

4,236万円
軽自動車税
（3.9％）

226万円
入湯税
（0.2％）

町 税 の内訳

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
88
億
2
，
9
2
7
万
円
で
前
年
度
比

18
億
4
，
8
9
7
万
円
の
増
（
26.5
％
増
）、

歳
出
が
85
億
1
，
8
0
8
万
円
で
前
年
度

比
18
億
7
，
2
9
8
万
円
の
増
（
28.2
％
増
）

と
な
り
、
差
引
３
億
1
，
1
1
9
万
円
を

令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
と
し
て
創
設
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
（
以
下
、「
コ
ロ
ナ
交
付
金
」

と
い
う
。）
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も

に
昨
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
ま
し

た
。
本
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
策
及
び
感
染
拡
大
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
及
び

住
民
生
活
へ
の
支
援
な
ど
コ
ロ
ナ
交
付
金
を

活
用
し
50
件
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財
源

は
19
億
5
，
0
0
4
万
円
、
前
年
度
比
4
，

0
0
9
万
円
の
増
（
2.1
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。	

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は

３
億
9
2
3
万
円
で
前
年
度
比
2
5
1
万

円
の
増
（
0.8
％
増
）、
法
人
町
民
税
は
、
6
，

2
1
8
万
円
で
前
年
度
比
7
0
0
万
円
の

減
（
10.1
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
2
5
8
万
円

の
減
（
0.4
％
減
）、
軽
自
動
車
税
は
前
年
度

比
2
6
3
万
円
の
増
（
6.6
％
増
）、
町
た

ば
こ
税
は
前
年
度
比
79
万
円
の
増
（
1.3
％

増
）、
入
湯
税
は
前
年
度
比
4
6
0
万
円

の
減
（
67.1
％
減
）
と
な
り
、
町
税
全
体
で

は
10
億
7
，
6
2
8
万
円
で
前
年
度
比

8
2
5
万
円
の
減
（
0.8
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



特集 令和２年度　決算報告

5 広報 令和３年10月号

15億9,259万円
民生費
（18.7％）

6億8,395万円
土木費
（8.0％）

9億6,116万円
農林水産業費
（11.3％）

5億9,525万円
公債費（7.0％）

7億7,349万円
衛生費
（9.1％）

19億4,755万円
総務費
（22.9％）

9億7,135万円
教育費
（11.4％）

3億4,592万円
消防費（4.0％）

3億507万円
商工費（3.6％）

2億5,829万円
災害復旧費（3.0％）

目的別
歳　出

8,346万円
その他（1.0％）

特
別
会
計

特
別
会
計
の
状
況

歳
出
の
増
減
要
因

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

85億1,808万円

前年度比
人件費 11 億 9,144 万円 34.2%
物件費 8 億 2,669 万円 − 5.5%

維持補修費 2 億 3,493 万円 16.2%
扶助費 4 億 9,945 万円 − 17.8%

補助費等 25 億 9,197 万円 69.4%
公債費 6 億 2,825 万円 8.0%
積立金 2 億 8,427 万円 69.4%

投資及び出資金・貸付金 1 億 1,182 万円 13.2%
繰出金 10 億 3,696 万円 2.5%

普通建設事業費 8 億 5,401 万円 43.6%
災害復旧事業費 2 億 5,829 万円 196.1%

合　計 85 億 1,808 万円 28.2%

会　計　名 歳　入 歳　出
国民健康保険 8 億 7,200 万円 8 億 6,189 万円

後期高齢者医療 1 億 3,574 万円 1 億 3,265 万円
介護保険 17 億 8,024 万円 17 億 4,000 万円
簡易水道 1 億 6,202 万円 1 億 4,773 万円

下水道事業 4 億 1,321 万円 3 億 9,958 万円
農業集落排水事業 2 億 9,533 万円 2 億 8,786 万円
津南病院事業 12 億 4,652 万円 12 億 3,858 万円

合　計 49 億 506 万円 48 億 829 万円

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立

採
算
が
原
則
で
す
。
必
要
な
財
源
は
、
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
財

源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の

特
別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起

債
償
還
分
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
建
設
事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る

会
計
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病

院
事
業
会
計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り

様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
実
施
し
た
特
別
定
額
給
付
金

が
含
ま
れ
て
い
る
総
務
費
の
割
合
が
最
も
高

く
、
前
年
度
比
11
億
9
，
0
9
8
万
円
の

増
（
157.4
%
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
費

で
は
、
小
中
学
校
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事

な
ど
学
校
の
I
C
T
（
※
１
）
化
を
進
め
る
た

め
の
事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
２
億
1
，

1
1
0
万
円
の
増（
27.8
%
増
）と
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
津
南
病
院
へ
の
運
営
費
補
助
金

の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
7
，
3
0
6
万

円
の
減
（
8.6
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。	

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南
病

院
へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
な
ど
へ
の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費
等

の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
特
別

定
額
給
付
金
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
前

年
度
比
10
億
6
，
2
0
5
万
円
と
大
幅

な
増
（
69.4
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

番
目
が
職
員
の
給
与
や
各
種
手
当
、
福
利

厚
生
費
な
ど
の
人
件
費
で
、
前
年
度
比

3
億
3
4
7
万
円
の
増（
34.2
％
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
臨
時
的
任

用
職
員
の
賃
金
を
物
件
費
と
し
て
区
分
し
て

い
ま
し
た
が
、
報
酬
と
し
て
人
件
費
に
区
分

す
る
こ
と
に
な
り
、
物
件
費
が
減
少
し
人
件

費
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に
節

減
で
き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率

が
大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化
（
※
２
）

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
１ 

I
C
T

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
情
報
処
理
や
通

信
技
術
の
こ
と
。

※
２ 

財
政
構
造
の
硬
直
化

　

財
源
の
う
ち
、
固
定
的
に
毎
年
支
払
わ
な

け
れ
ば
ば
な
ら
な
い
費
用
が
増
大
し
て
し
ま

い
、
新
規
に
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。



広報 6令和３年10月号

令和2年度

平成30年度
令和元年度

9.9% 10.3% 10.6%

平成30年度
令和元年度

令和2年度
84.4%

72.4%
53.3%

財
政
健
全
化
法
施
行
以
来

16
年
連
続
黒
字
で
す

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

実
質
赤
字
比
率

危ない!!

350％以上だと

平成30年度 令和元年度 令和2年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

15％以上だと

危ない!!

平成30年度 令和元年度 令和2年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

20％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

危ない!!

25％以上だと
実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

財
政
状
況

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

強
制
力
や
総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会

計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会

計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の
合

計
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

指
標
は「
な
し
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）

の
元
利
償
還
金
で
あ
り
、
一
般
会

計
の
ほ
か
簡
易
水
道
・
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
の
特
別
会
計
、
病

院
会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
（
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
）
や
清
掃
（
津
南
地

域
衛
生
施
設
組
合
）
な
ど
一
部
事

務
組
合
の
会
計
で
も
元
利
償
還
金

が
あ
り
、
町
が
相
当
分
の
負
担
金

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
10.6
％
」
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
決

算
で
は
県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り

や
や
高
い
値
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ

て
い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に

は
、
町
債
現
在
高
（
全
会
計
の
現

在
高
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
の

借
金
の
う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現

在
高
を
含
む
）
や
将
来
の
支
出
が

決
ま
っ
て
い
る
経
費
（
国
営
苗
場

山
麓
第
二
地
区
町
負
担
金
な
ど
）

な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、
貯
金
で
あ

る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に

係
る
交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を

差
し
引
い
て
実
質
的
な
将
来
負
担

を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は

「
53.3
％
」
で
あ
り
、
県
内
市
町
村

平
均
値
よ
り
低
い
値
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま

す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、

こ
れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別

に
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計

で
は「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」の
特
別
会
計
と「
病

院
会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会

計
を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不

足
比
率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模

に
占
め
る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒

字
の
た
め
、資
金
不
足
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運

営
費
を
３
億
6
，
3
2
6
万
円

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
も
資
金
不
足
比
率
は「
な
し
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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■町民一人当たりに使われたお金は町民一人当たり
（一般会計）

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

16 億 2,954 万円
2 億 1,217 万円

5,031 万円
4,312 万円
1,241 万円

177,317 円
23,087 円 

5,475 円
4,692 円
1,350 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

4 億 7,259 万円
5 億 9,259 万円
5 億 2,741 万円

51,424 円
64,482 円
57,390 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 2,026 万円
1 億 3,697 万円

1,139 万円
4 億 488 万円

23,967 円
14,904 円

1,239 円
44,057 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

9 億 1,522 万円
4,594 万円

99,589 円
4,999 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

2 億 1,659 万円
8,848 万円

23,568 円
9,628 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

1 億 7,141 万円
2 億 2,278 万円

57 万円
2 億 5,812 万円

3,107 万円

18,652 円
24,242 円

62 円
28,087 円

3,381 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

1 億 292 万円
3 億 2,855 万円
1 億 4,014 万円
3 億 3,922 万円

6,051 万円

11,199 円
35,751 円
15,249 円
36,912 円

6,584 円

議　会　費 議会活動に 8,320 万円 9,053 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 26 万円 28円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3 億 4,592 万円 37,641 円

災害復旧費 災害の復旧に 2 億 5,829 万円 28,105 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 5 億 9,525 万円 64,771 円

※令和3年3月31日現在の
　人口9,190人で換算 92万6,885円
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14億2,027万円
十日町市
（64.9％）

2億9,597万円
津南町
（13.5％）

4億80万円
組合債
（18.3％）

6,351万円
繰越金（2.9％）

213万円　県支出金（0.1％）

298万円　諸収入（0.1％）

17 億 1,624 万円　
分担
金・

負
担
金
（
78
.4
％
）歳入

21億8,866
万円

130万円　使用料・手数料（0.1％）

26万円　寄附金（0.1％未満）
144万円　財産収入（0.1％）

10億2,762万円
常備消防費
（48.0％）

1億9,785万円
非常備消防費
（9.3％）

2億7,140万円
消防施設費
（12.7％）

49万円　議会費（0.1％未満）

歳出
21億4,008
万円

6億1,670万円
公債費
（28.8％）

2,602万円　総務費（1.2％）

14 億 9,687 万円
　消
防

費
（
70
.0
％
）

財
産
の
状
況

町
債
（
借
金
）
の
状
況

消
防
業
務
な
ど

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,988,593㎡ -0.1%
建　　　物 129,806㎡ 0.1%
山
林

面　積 2,041,755㎡ 0.0%
立　木 16,396㎥ 0.0%

物権（温泉権） 7 件 0.0%
有　価　証　券 9,285 万円 0.0%
貸　付　金 2 億 5,734 万円 -3.3%

出資による権利 1 億 8,902 万円 0.0%

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0%
山林立木 26,410㎥ 0.0%
預　　金 22 億 912 万円 8.2%

備　　　品 車両・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 67 億 3,448 万円 -0.7%

簡易水道特別会計 4 億 8,131 万円 -4.2%
下水道事業特別会計 24 億 6,888 万円 -7.4%

農業集落排水事業特別会計 16 億 873 万円 -10.0%
津南病院事業会計 5,234 万円 -14.5%

合　　　　　　　計 113 億 4,574 万円 -3.8%

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
5,139 4,400 739

（単位：万円）

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
な
ど
土
地
・
建
物
の
不
動
産
の

ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
温
泉
権
、

株
券
な
ど
の
有
価
証
券
や
貸
付
金

な
ど
に
よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ
る

基
金
、
車
両
な
ど
の
備
品
が
あ
り

ま
す
。

　

基
金
に
は
預
金
と
中
沢
山
の
山

林
が
あ
り
ま
す
。
預
金
で
あ
る
基

金
は
、
事
業
の
目
的
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
20
種
類
の
基
金
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
財
政
調
整

　

町
債
と
は
、
町
が
事
業
を
行
う
と
き
に
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
種
類
に
よ
り
率

は
異
な
り
ま
す
が
、
後
年
度
に
地
方
交
付
税
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
令
和
２
年
度
末
町
債
残
高
は

1
1
3
億
4
，
5
7
4
万
円
で
、
前
年
度
比

４
億
5
，
1
8
2
万
円
の
減
（
3.8
%
減
）
と
な
り
、

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
1
2
3
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出

し
合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療

所
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。

基
金
へ
１
億
6
0
8
万
円
の
積
立
て
な

ど
に
よ
り
基
金
総
額
で
前
年
比
１
億
6
，

8
2
0
万
円
増
の
22
億
9
1
2
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
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歳 入
2億8,241万円

組合費 7
5％

（
2億
1,
18
1万
円

）

十日町市
3,239万円
（11.47％）

栄村
3,262万円
（11.55％）

使用料
及び手数料
（10.71％）

繰入金
1,588万円
（5.62％）

繰越金
1,860万円
（6.59％）

諸収入
583万円
（2.07％）

使用料
1,565万円
（5.54％）

手数料
1,460万円
（5.17％）

財産収入
4万円（0.01％）

津南町
1億4,680万円
（51.98％）

歳 出
2億5,057万円衛

生
費

 92 .20％（2億
3,1

05
万
円
）

塵芥処理費
1億2,085万円
（48.23％）

じんかい

し尿処理費
7,224万円
（28.83％）

議会費
16万円
（0.07％）

斎場費
2,088万円
（8.33％）

総務費
1,936万円
（7.73％）

最終処分場費
1,329万円
（5.30％）

清掃総務費
379万円
（1.51％）

＝ 1.5t

ゴミ袋

普通乗用車に
例えると…

約2,654台分約2,654台分

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

［年間利用実績］

斎　　場　266件（内：津南町173件）前年度比1.5％減
	 　※火葬１件当たりの経費：73,300円（工事請負費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：3,981トン（内：津南町3,447トン）前年度比7.8％減

燃えるごみ 3,223トン 埋立ごみ 61トン
金属ごみ 159トン 古紙 340トン
空びん 122トン ペットボトル 20トン空　缶 56トン 白色トレイ

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：40,600円（工事請負費を除く）

し尿処理　総搬入量：5,462㎘（内：津南町1,974㎘）前年度比6.0％減
	 　※１㎘当たりの経費：14,100円（工事請負費を除く）

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松

之
山
町
の
区
域
）・
長
野
県
栄
村
の
３
市
町

村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共

同
処
理
を
行
っ
て
い
る
「
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
」
の
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ＤＭＯ推進室だより
　観光地域づくり課ＤＭＯ推進室では、観光地域づくり法人の設立の検討や、これから観光
の在り方について検討し、事業内容について検討しています。その一環として、津南の自然
や文化を体験できるツアーの造成、津南未来会議の提言書にある交流スペース、まちなかオー
プンスペースの開設に向けた取組について紹介します。

　津南未来会議（2018 年）の検討事項であった、
まちなかでの交流を目的としたオープンスペース
について、空き店舗を活用した開設に向け検討を
開始しています。
　第二回目の検討会では、初回に出たアイディア
をもとに、数多くの地域の施設再生を手掛けてき
た東京の設計士と地元の若手設計士が設計チーム
として模型を作製し、それぞれがこだわりのポイ
ントを解説しました。

　参加者は実際に利用する立場になって、「より多
くのかたから利用してもらうには、どんな機能が
あったらよいか」使い勝手などを検討しました。
また別の日には、津南中等教育学校の授業の一環
として生徒の前で建築士が模型を使って説明しま
した。今後はみなさんから出てきた意見を集約し、
盛り込める案を検討しながら、最終プランを練り
上げる予定です。
　実際に案としてだされた３つの模型については、
現在役場１Ｆロビーにて展示中です。お時間のあ
るかたはご覧ください。

　農家や女将、飲食店が協力して、津南町の新米を
アピールします。町内宿泊施設の宿泊者や、町内飲
食店でお会計が 1,500 円以上のかたに津南のお米２
合プレゼントを予定しています。
　また宿泊者向けのアンケートに答えると抽選でお
米があたるキャンペーンも開催中です。
　このほか、津南の地酒飲み比べセットの販売等も
計画中です。（県の需要喚起・消費拡大キャンペーン
を活用）

まちなかオープンスペースの開設にむけて

観光×異業種 コメ農家の応援キャンペーン

設計チームより模型の説明を受ける参加者

河岸段丘の “ だんだん ” をイメージした設計案

■お問い合わせ
　観光地域づくり課　℡７６５- ５４５４

※ DMO
　Destination Management Organization の略。
　官民の幅広い連携によって観光地域づくりを推進する法人。

お米2合をプレゼント
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№ 名称／備考（津南町差押動産のみ） 最低入札額

13 自然通気形開放式石油ストーブ 18,000

14 HAND MIXER 1,500

15 遠赤外線ストーブ 6,000

16 タワー型扇風機 2,000

17 ウェーブ型オイルヒーター 5,000

18 ブルーヒーター 4,000

19 ハンディマッサージャー 1,000

20 省エネインバーター蛍光灯ワークライト 1,500

21 ワンタッチテント 8,000

22 ブランデー・ウィスキー小瓶セット 1,000

23 小鍋セット 1,000

24 ノンラップ鉢セット 1,000

25 DYNASTY　かばん 1,000

26 ディスクグラインダ 1,500

27 湯呑茶碗セット 1,000

28 着物付属品セット 2,000

29 スパナ・トルクレンチセット 3,000

30 コンパクト・インバーター 5,000

31 ホーロー卓上鍋　27㎝ 1,000

32 バイクヘルメット 500

33 コードレスインパクトドライバー 1,000

34 家具調折れ足コタツ 3,000

35 サイクロン掃除機 3,000

36 投光器 1,500

差
押
財
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

　

津
南
町
は
、
町
税
滞
納
者
に
対
し
、
法
律

に
基
づ
き
財
産
差
押
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
差
し
押
さ
え
て
い
る
動
産
を
公

売
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
十
日
町
市
と
の
合
同
公
売
を
実
施

し
ま
す
。
十
日
町
市
は
不
動
産
公
売
も
実
施

し
ま
す
。
内
容
の
問
い
合
わ
せ
は
各
機
関
へ

お
願
い
し
ま
す
。

津
南
町
役
場
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

十
日
町
市
役
所
税
務
課
管
理
収
納
係

　

℡
７
５
７
‐
３
１
１
３

■
公
売
期
間

　

11
月
４
日
㈭
か
ら
11
月
６
日
㈯
ま
で

■
会
場　

十
日
町
情
報
館　

第
一
集
会
室

■
公
売
の
方
法　

入
札
に
よ
る

■
入
札
方
法

・
期
間
入
札
を
実
施
し
ま
す
（
期
間
入
札
と

は
多
く
の
参
加
者
を
募
る
た
め
、
一
日
限

定
の
入
札
で
は
な
く
、
期
間
を
設
け
て
そ

の
期
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
入
札
で
き

る
入
札
方
法
で
す
）
。

・
直
接
入
札
と
郵
送
入
札
が
可
能
で
す
。

■
入
札
日
時　

11
月
４
日
㈭
か
ら
11
月
６
日
㈯

　

※
各
日　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

■
入
札
結
果
発
表

　

11
月
10
日
㈬
午
後
１
時
に
役
場
庁
舎
内
掲

示
板
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。（
個
人
が
特
定
で
き
る
内
容
は
公
表
し

ま
せ
ん
。）

■
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
下
見
会
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
、
公
売
物
品
の
下
見
会
を
実

施
し
ま
す
。
公
売
物
品
に
興
味
の
あ
る
か
た

や
入
札
を
考
え
て
い
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
実
物

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
十
日
町
市
の
差
押

物
品
お
よ
び
不
動
産
も
写
真
の
み
用
意
し
て

い
ま
す
。）

　

10
月
27
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時

30
分
ま
で

　

津
南
町
役
場　

３
階　

大
会
議
室
（
後
）

■
そ
の
他　

そ
の
他
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

DVD各種（十日町市）No.1 自然通気形開放式石油ストーブ
最低入札額　18,000円

No.13 遠赤外線ストーブ
最低入札額　6,000円

No.15

不動産（宅地）（十日町市）
見積価格　6,810,000円

No.12-1 ［所在］本町二丁目　［地番］219番地1
［地積］465.65㎡　［公売保証金］690,000円

※シリーズごとにセット売りです。
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

く
ら
し

イ
ベ
ン
ト

　

11
月
10
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

11
月
10
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
か
た
に
対
し
て
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、
融

雪
屋
根
の
灯
油
代
を
援
助
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
援
助
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
世
帯
主
が
身
体
障
害
１
〜
４
級
の
世
帯

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
と
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

【
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。】

①
生
活
保
護
世
帯

②
町
民
税
課
税
世
帯

③
世
帯
員
の
ど
な
た
か
が
、
世
帯
外
の
か

た
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

る
世
帯

④
親
戚
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯
（
子
や

孫
の
協
力
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑤
現
に
居
住
し
て
い
な
い
住
居

■
援
助
内
容

　

除
雪
利
用
券
の
配
布
ま
た
は
融
雪
屋
根
用

の
灯
油
代
補
助
を
行
い
ま
す
。（
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
額
に
は
上
限
が
あ

り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

　

各
地
区
担
当
民
生
委
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
、世
帯
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
の
で
、

民
生
委
員
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

11
月
４
日
㈭

■
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

２
０
５
０
新
潟
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

要
援
護
世
帯
の

除
雪
に
対
す
る
援
助

パ
ー
ト
も
！
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
！

新
潟
県
最
低
賃
金
引
き
上
げ

　

新
潟
県
最
低
賃
金
額
は
、
従
来
の
時
間
額

８
３
１
円
か
ら
28
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
本
年

10
月
１
日
か
ら
８
５
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
事
業
を

営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
そ
の
事
業
場
で
働

く
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
業

務
改
善
助
成
金
や
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
の
無
料
相
談
制
度
も
設
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

業
務
改
善
助
成
金
に
関
す
る
ご
相
談

　

新
潟
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
２
８

　

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

無
料
相
談

　

働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
９
‐
２
２
９

　

ま
た
は

　

℡
０
２
５
‐
２
５
６
‐
８
７
０
１

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

　

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
０
７
９

　
「
２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
津
南
町
に

向
け
て
、
日
常
の
暮
ら
し
か
ら
で
き
る
「
エ

コ
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
金か

ね

子こ

ボ
ボ
さ
ん

（
新
潟
お
笑
い
集
団
ナ
マ
ラ
）
と
一
緒
に
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
定
員
は
申
し
込
み
先

着
順
20
名
で
す
。

■
日
時　

11
月
４
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
）

■
場
所　
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ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
技
術

Ｉ
Ｔ
講
習
会

　

津
南
町
公
民
館
で
は
、
W
i
n
d
o
w
s

パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド 

（
M
i
c
r
o
s
o
f
t　

W
o
r
d
）
及

び
エ
ク
セ
ル
（
M
i
c
r
o
s
o
f
t　

E
x
c
e
l
）
の
基
本
的
な
操
作
等
を
習
得

し
、
日
常
生
活
に
有
効
に
活
用
で
き
る
能

力
を
短
期
間
で
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
ワ
ー
ド
初
級
編
」
と
「
エ
ク
セ
ル
初
級
編
」

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
ワ
ー
ド
ソ
フ
ト
お
よ
び
エ
ク
セ

ル
ソ
フ
ト
の
基
礎
的
な
操
作
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
自
体
の
操
作
方
法
は
、
講
習
中

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
ワ
ー
ド
初
級
編
》

■
日
程

　

11
月
16
日
㈫
、
11
月
18
日
㈭

　

11
月
22
日
㈪
、
11
月
25
日
㈭

《
エ
ク
セ
ル
初
級
編
》

■
日
程

　

11
月
30
日
㈫
、
12
月
２
日
㈭

　

12
月
７
日
㈫
、
12
月
９
日
㈭

※
各
回
と
も
原
則
４
日
間
参
加
で
き
る
か
た

　

と
し
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

■
時
間

　

午
後
７
時
〜
９
時

■
会
場

　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
定
員

　

最
大
10
名　

■
参
加
費

　

各
２
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
受
講
料
込
）

■
申
込
締
切

　

ワ
ー
ド
初
級
編
：
11
月
９
日
㈫

　

エ
ク
セ
ル
初
級
編
：
11
月
24
日
㈬

■
そ
の
他

　

パ
ソ
コ
ン
は
各
自
の
持
ち
込
み
で
行
い
ま

す
。
ワ
ー
ド
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
は
「
２
０
１
３
」「
２
０
１
６
」
の
い
ず

れ
か
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は

w
i
n
d
o
w
s
７
、８
、8.1
、10
と
し
ま
す
。

　

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
は
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で

き
る
か
た
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
の
詳
細
等
が

わ
か
ら
な
い
か
た
は
、
お
申
し
込
み
の
際
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
生
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

千
年
の
森
ホ
ー
ル

　
（
十
日
町
市
水
口
沢
７
６
‐
７
）

■
申
込
締
切　

10
月
29
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

第
14
回
へ
ぎ
そ
ば
の
里

越
後
十
日
町「
地
そ
ば
」ま
つ
り

■
日
程

　

10
月
１
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈫

■
会
場

　

越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ　

他

■
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
配
慮

し
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
へ
ぎ
そ
ば
店
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
へ
ぎ
そ
ば
を

楽
し
む
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

そ
ば
デ
ザ
ー
ト
の
試
食
会
な
ど
内
容
を
加
え

て
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
込
が
必
要
な
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
「
地
そ
ば
」

ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://cross10.

or.jp/jisoba/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ロ
ス
テ
ン

　

℡
７
５
７
‐
２
３
２
３

募
　
集

コ
ロ
ナ
時
代
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　

日
頃
在
宅
時
間
の
超
過
で
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
お
家

で
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い

ま
す
。激
し
い
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

マ
ス
ク
の
ま
ま
で
も
で
き
ま
す
よ
。

■
日
時　

11
月
27
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40
分

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
和
室

■
講
師　

ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

内う
ち
や
ま山　

麻ま

り

こ
里
子　

さ
ん

■
対
象　

主
婦
、
働
く
女
性
（
男
性
も
可
）

■
定
員　

15
名
（
※
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

　

ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　

11
月
24
日
㈬

■
そ
の
他　

　

申
込
み
が
５
名
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

　

ご
参
加
の
際
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
主
催

　

公
益
財
団
法
人　

新
潟
県
女
性
財
団

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
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ⓒ LuxuryLogico

　

補
助
金
新
設
の
お
知
ら
せ
で
す
。
町
で
は
、

県
外
か
ら
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
新
潟
県
内
に
就
職
す
る
者

ま
た
は
個
人
事
業
主
等
が
、
津
南
町
内
に
賃

貸
住
宅
を
契
約
し
居
住
す
る
場
合
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
家
賃
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

そ
ち
ら
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額　

か
か
る
家
賃
の
２
分
の
１

　

月
２
万
円
（
上
限
）
×
12
か
月

■
申
請
期
限

　

住
民
登
録
を
し
た
日
か
ら
1
8
0
日
以
内

　

町
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
運
営
し
て
お

り
、
町
内
の
売
り
た
い
空
き
家
・
貸
し
た
い

空
き
家
の
物
件
情
報
を
移
住
者
向
け
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
買
い
た
い
か
た
・
借
り

た
い
か
た
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。
手
放
し
た
い
空
き
家
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
支
援
補
助
金

空
き
家
バ
ン
ク
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
移
住
検
討
者
向
け
の
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
「
つ
な
が
る
、
つ
な

ん
」
で
、
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
を
は
じ
め
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上

で
双
方
向
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談

ツ
ー
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
U
タ
ー

ン
情
報
も
配
信
し
て
い
る
の
で
、
津
南
に

戻
っ
て
き
た
い
か
た
が
い
ら
し

た
ら
、
ぜ
ひ
「
つ
な
が
る
、
つ

な
ん
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
者
検
討
者
向
け
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

移
住
検
討
者
へ
の
移
住
相
談
や
、
町
が
実

施
す
る
移
住
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、
S
N
S
な

ど
に
よ
る
津
南
の
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
し
た
い
か
た
、

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
既
に
ご
応
募
さ
れ
た
か
た
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
今
後
広
報
紙
で
も
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　

津
南
町
の
小
中
学
校
・
中
等
教
育
学

校
と
十
日
町
市
立
学
校
児
童
・
生
徒
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
鳥
が
羽
ば
た
い
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
た
画
用
紙
に
絵
を

描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
４
，
０
０
０
枚
に
も
及
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
絵
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
つ
な
げ
る

と
、
１
羽
の
鳥
が
子
ど
も
た
ち
の
想
像

の
世
界
を
旅
す
る
よ
う
な
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
作
品
が
完
成
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
来
年
開
催
予
定
の
大
地

の
芸
術
祭
の
先
行
公
開
作
品
と
し
て
、

越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
Ｍ
ｏ
ｎ
Ｅ

Ｔ
（
モ
ネ
）
内
映
像
シ
ア
タ
ー
に
て
公

開
し
ま
す
。

■
作
家

　

ハ
ウ
・
フ
ア
・
ラ
ン
ジ
ー
ゴ
ン

　
［
豪
華
朗
機
工
］（
台
湾
）

■
作
品

　
「
飛
べ
！
何
が
あ
っ
て
も
、
大
地
の

　

芸
術
祭
と
と
も
に
」

■
会
場

　

越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

　

Ｍ
ｏ
ｎ
Ｅ
Ｔ
（
映
像
シ
ア
タ
ー
）

■
料
金

　

美
術
館
入
館
料
に
含
ま
れ
る

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
大
地
の
芸
術
祭
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.echigo-tsum

ari.jp

大
地
の
芸
術
祭 

作
品
情
報

大地の芸術祭
電子パスポート＆ガイドアプリ

ダウンロード（無料）はQRコードから

iOS 版 Android 版

の

と
り
く
み
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↑柳
やなぎ

澤
さわ

トリさん（写真中央）

 いつまでも元気で
— ９月20日　津南町内 —

 いざという時に備えて
— ９月28日　津南小学校 —

　津南小学校の体育館で津南中等教育学校５学年の防
災を探求するグループが津南小学校５年生に対して防
災の出前授業を実施しました。実際に東北に研修にいっ
て学んだことを伝えたり、シチュエーションに合わせて
身を守るためにどんなことをすべきかを話し合いました。
　11 月 5 日には、J アラート（※）を活用した緊急地
震速報に対応するための訓練を実施する予定です。
※ J アラート…全国瞬時警報システム。津南町では防災行政無線を通

じて放送されます。

　津南町では 17 名のかたが今年度百歳を迎えられま
した。9月 20 日の「敬老の日」には、訪問を希望さ
れた３名のかたのご自宅を十日町地域振興局健康福祉
部長の若

わか

井
い

様と桑原町長が訪問しました。若井様から
は内閣総理大臣及び県知事からの祝状と記念品、桑原
町長からは町長からの祝状と記念品が贈呈されました。
百歳を迎えられた皆さん、誠におめでとうございます。

↑災害に備えて何を備蓄すべきかグループで話し合いました

↑東北研修で学んだことを発表しました

↑髙
たか

橋
はし

フサイさん（写真中央）

↑内
うち

山
やま

朋
とも

次
じ

さん（写真中央）
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日
本
で
は
、
男
性
の
約
３
人
に
２
人
、
女
性
の
約
２
人
に
１
人
が
生
涯
の
う
ち
に
が
ん
に
か

か
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
が
ん
と
な
っ
て
お
り
、

が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
津
南
町
で
も
、
死
亡
原
因
の
第
１
は
が
ん

と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気

と
な
り
ま
し
た
。

◇
が
ん
検
診
で
早
期
発
見

　

が
ん
の
診
断
や
治
療
法
は
急
速
に
進
歩
し

て
い
ま
す
。
早
期
の
う
ち
に
発
見
し
て
適
切

な
治
療
を
受
け
れ
ば
100
％
近
く
治
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
が
ん
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
気
づ
い
た
と
き
に
は

手
遅
れ
…
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
日
本
人
に
多
い
が
ん
の
種
類
と
原
因

　

胃
が
ん
は
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
や
喫
煙
な

ど
が
リ
ス
ク
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
死
亡
率
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
胃
が
ん
に
か
か
る
人
は
依
然
と
し
て

男
女
と
も
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
や
、
お

酒
の
飲
み
す
ぎ
な
ど
が
大
き
な
原
因
と
な
り

ま
す
。
元
々
日
本
人
に
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
今
や
罹

患
数
は
最
も
多
い
が
ん
と
な
り
ま
し
た
。

　

肺
が
ん
の
最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
す
。
喫

煙
年
数
や
本
数
が
多
い
ほ
ど
リ
ス
ク
は
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
非
喫
煙
者
で
も
受
動
喫
煙

に
よ
り
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
肺
が
ん

は
進
行
す
る
と
治
療
が
難
し
く
、
死
亡
数
も

上
位
を
占
め
て
お
り
、
早
期
発
見
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
は
老
化
と
と
も
に
発
生
す
る

が
ん
の
代
表
的
な
も
の
で
、
患
者
数
は
65
歳

以
上
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
主
に
H
P
V
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。

　

近
年
、
20
〜
30
代
の
若
年
層
で
増
加
傾
向

に
あ
り
、
若
い
女
性
の
妊
娠
や
出
産
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
女
性
が
か
か
り
や
す
い
が
ん
の

１
位
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
女

性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
や
す
い
40
〜
60
代
で

患
者
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
が
ん
統
計

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
て
い

る
、
2
0
1
8
年
に
お
け
る
日
本
人
の
が

ん
の
罹
患
数
及
び
死
亡
数
の
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

日
本
人
が
か
か
り
や
す
い
が
ん
の
ほ
と
ん

ど
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
早
期
発

見
が
可
能
で
す
。
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

◇
11
月
健
（
検
）
診
の
ご
案
内

　

町
の
健
（
検
）
診
を
お
申
込
み
で
、
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
か
た
へ
、
福
祉
保
健
課
か

ら
案
内
文
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

町
の
健
（
検
）
診
は
今
回
の
11
月
が
最
後
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い

か
た
で
受
診
希
望
の
か
た
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
健
康
診
査
及
び
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　

肺
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診

・
日
時

　

11
月
12
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

　

11
月
13
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

・
会
場　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

・
日
時　

11
月
６
日
㈯　

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

そ
の
他
、
健
（
検
）
診
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

受
け
て
安
心

  

が
ん
検
診

胃
が
ん

肺
が
ん

大
腸
が
ん

前
立
腺
が
ん

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

がん罹患数の順位（2018年）

がん死亡数の順位（2018年）

1 位 2位 3位 4位 5位

男女計 大　腸 胃 肺 乳　房 前立腺

男　性 前立腺 胃 大　腸 肺 肝　臓

女　性 乳　房 大　腸 肺 胃 子　宮

1 位 2位 3位 4位 5位

男女計 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

男　性 肺 胃 大　腸 膵　臓 肝　臓

女　性 大　腸 肺 膵　臓 胃 乳　房

今月は
滝沢 琴音

保健師
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動
脈
硬
化
の
進
行

《
進
行
度
１
》

　

血
管
の
『
老
化
』
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
時
の
血
管
は
、
ま
だ
傷
つ
い
て
い
な

い
も
の
の
、
動
脈
硬
化
が
進
む
土
台
が
で
き

あ
が
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

《
進
行
度
２
》

　

血
管
が
『
傷
つ
き
』
は
じ
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
今
年
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？
健
診
の
結
果
が
返
っ
て
き
て
、
一
度
見

た
き
り
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
診
断
は
ま
だ
自
覚
症
状
が
な
い
段
階
で
潜
在
し
て
い
る
病
気
や
リ
ス
ク
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。
健
診
の
結
果
に
き
ち
ん
と
目
を
通
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
生
活
習

慣
の
改
善
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
づ
く
り
は
「
健
診
を
受
け
て
終
わ
り
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
診
結
果
を
活
か
し
て
自
分
の
健
康
を
維
持
・
向
上
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
の
項
目
の
異
常
は
、
血
管
が
傷
つ

き
は
じ
め
て
い
る
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
動
脈
硬
化
は
、
基
準
範
囲
か
ら
外
れ
る

項
目
が
多
い
ほ
ど
急
激
に
進
み
ま
す
。

《
進
行
度
３
》

　

血
管
に
『
変
化
』
が
あ
ら
わ
れ
ま
す

　

動
脈
硬
化
が
進
み
、
全
身
の
血
管
の
壁
が

硬
く
、
厚
く
な
り
、
血
管
が
狭
ま
っ
て
き
ま

す
。
右
記
の
検
査
で
、
体
の
ど
の
部
位
に
血

管
変
化
が
起
き
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
進
行
度
４
》

　

血
管
の
『
病
気
を
発
症
』
し
ま
す
。

　

全
身
の
血
管
の
ダ
メ
ー
ジ
が
進
ん
だ
結

果
、
病
気
を
招
き
ま
す
。

▽
脳
の
血
管
…

　

脳
卒
中
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
）

▽
心
臓
の
血
管
…

　

心
臓
病
（
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
）

▽
腎
臓
の
血
管
…
腎
不
全

　

こ
の
状
態
で
病
気
を
発
症
す
る
と
、
後
遺

症
が
残
っ
て
寝
た
き
り
生
活
に
な
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
突
然
死
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の

生
活
習
慣
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
メ
タ
ボ
と
動
脈
硬
化
は
大
き
く
関
係
が

あ
る
の
で
、
健
診
結
果
で
メ
タ
ボ
と
判
定
さ

れ
た
か
た
は
、
今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
改
善
す
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の
進
行
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

特
定
保
健
指
導
の
活
用

　

特
定
健
診
を
受
け
た
40
〜
74
歳
の
う
ち
、

メ
タ
ボ
の
可
能
性
が
あ
る
か
た
に
対
し
、
特

定
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
家
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
減
塩
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
方
法
、
無
理
の
な
い
運
動
方
法
な

ど
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
に
合
わ
せ
た
指

導
を
行
い
ま
す
。
町
の
特
定
健
診
を
受
け
て

対
象
と
な
っ
た
か
た
（
国
保
の
み
）
に
は
、

個
別
に
保
健
師
が
連
絡
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
て
、

メ
タ
ボ
や
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

健
診
結
果
を
活
か
し
て

　
　
　
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

【
関
連
す
る
検
査
項
目
】

●
身
体
計
測

　

腹
囲
・
B
M
I

●
肝
機
能

　
・
A
S
T
〈
G
O
T
〉

　
・
A
L
T
〈
G
P
T
〉

　
・γガ
ン
マ

‐
G
T
〈
γガ
ン
マ

‐
G
T
P
〉

【
関
連
す
る
検
査
項
目
】

●
血
圧
…
収
縮
期
血
圧　

拡
張
期
血
圧

●
血
糖
…
血
糖（
空
腹
時
・
随
時
）、Hヘモ

グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

b
A
1
c

●
脂
質
…
中
性
脂
肪
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　
　

L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
　

N
o
n
‐
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

【 腹 囲 】
男性：85cm以上
女性：90cm以上

①高血圧
収縮期血圧：130mmHg以上
拡張期血圧： 85mmHg以上

②高血糖
空腹時血糖：100mg/dL以上
③脂質異常（コレステロール高値）
中性脂肪：150mg/dL以上
HDLコレステロール：40mg/dL未満

【
検
査
項
目
】

●
眼
底
検
査

　

目
と
脳
の
血
管
の
状
態
を
推
測
す
る

●
心
電
図

　

心
臓
の
血
管
の
状
態
を
調
べ
る

●
尿
た
ん
ぱ
く

　

腎
臓
の
血
管
の
状
態
を
調
べ
る

  

メ
タ
ボ
の
判
定
基
準

　

メ
タ
ボ
と
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
略
で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
（
腹
囲
）
に

加
え
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
の
う

ち
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
を
あ
わ
せ
も
っ
た
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
は
放
っ
て
お
く
と
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
い
ず
れ
も
動
脈
硬
化
（
血

管
の
老
化
）
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
健
診

結
果
か
ら
分
か
る
目
に
見
え
な
い
血
管
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
改
善
に
活
か
し
ま

し
ょ
う
。
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　フレイルとは、加齢に伴い筋力や心身の活力が低下した「虚弱」を意味する言葉で、下図のよ
うに、「健康」と「身体機能障害（要介護状態）」の中間の状態を表します。フレイルは不健康を
引き起こしやすい状態です。
　コロナ禍で、自宅で過ごす時間が増えてから、急に歩けなくなったり、食べられなくなったり
する人も少なくありません。しかし、早めに生活習慣を見直せば、健康の状態に戻ることもでき
ると言われています。未然にフレイル予防を始めましょう。

　外出の機会が減り、自宅に閉じこもり傾向になると、心身の機能もおちやすくなります。
自分に合った社会参加の方法をみつけましょう。

〇積極的にあいさつをする
　ちょっとしたあいさつや会話も心の健康につながり
ます。会話を楽しむと気分も晴れて、ストレスの解消
になります。

片足立ち
　イスなどにつかまりながら、床に足がつかない
程度に片足を上げる。
左右 30秒ずつを 2セット。

※転ばないよう、よろける人は
　両手をついて、安全におこな
　いましょう。

〇いきいきサロンなど 交流の機会をもつ
　共通の趣味を持った仲間を見つけると、外出の機会
が増えていきます。電話を使って家族や友人と連絡を
とることもよいでしょう。

動かない 話さない 食べない

その他

ことから始まる

コロナフレイルにご用心！

唾液腺マッサージ

耳下腺(じかせん)への刺激

　指をほほ（耳の前）あたりに当て、
前の方に円を描くように回す。

顎下腺(がっかせん)への刺激

　親指をあごの骨の内側のやわら
かい部分に当て、耳の下からあごの
下まで３～４か所順番に押してい
く。1か所ゆっくり5回ずつ。

舌下腺(ぜっかせん)への刺激

　両手の親指をあごのとがった部
分の内側のくぼみに当て、10回く
らいゆっくり押し上げる。

筋力トレーニング

予
備
能
力

健 康 フレイル
（虚弱） 身体機能障害

要介護・要支援状態に
なる可能性が高い状態

要介護・要支援状態

健康寿命
生物学的寿命

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

だ

ん
だんどうも！
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照井 麻美

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

は
い
こ
ん
ち
ょ
！
皆
さ
ん
今
年
の
新
米
は

も
う
召
し
上
が
り
ま
し
た
か
？
津
南
町
の

お
米
は
や
っ
ぱ
り
美
味
し
い
で
す
ね
！	

　

さ
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事
が
あ

と
一
年
で
終
わ
る
今
日
こ
の
頃
、こ
の
ま
ま

住
み
続
け
る
こ
と
は
確
定
し
て
い
ま
す
が
、

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
も
何
を
仕
事
に
す

れ
ば
い
い
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
最
近
常
々

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
の
や
り
た
い「
津
南
町
の

発
信
」を
生
業
と
し
て
続
け
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、と
思
っ
て
い
る
時「
ス
ラ
ッ

シ
ャ
ー
」と
い
う
働
き
方
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目

に
し
ま
し
た
。

　

ス
ラ
ッ
シ
ャ
ー
と
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、

「
一
人
数
役
」の
仕
事
、働
き
方
を
す
る
人

の
こ
と
、つ
ま
り
色
々
な
仕
事
を
掛
け
持
ち

し
て
い
る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　〝	

／
〟	

ス
ラ
ッ
シ
ュ
、日
本
語
に
す
る
と

「
斜
線
」と
い
い
、何
か
を
分
け
た
り
、区

切
っ
た
り
す
る
こ
の
記
号
か
ら
、「
ス
ラ
ッ

シ
ャ
ー
」と
い
う
言
葉
が
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
、少
し
前
は「
半
農
半
X（
エ
ッ
ク
ス
）」

と
い
う
、半
分
農
業
を
し
て
、半
分
別
の
仕

事
を
す
る
と
い
う
働
き
方
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
ス
ラ
ッ
シ
ャ
ー
は
も
っ
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
仕
事
を
す
る
人
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
働
き
方
に
共
感
し
ま
し
た
。

　

津
南
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
が
、そ
れ

だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
、か
と
い
っ

て
普
通
に
生
活
し
て
し
ま
っ
て
は
津
南
町

の
魅
力
を
届
け
る
仕
事
が
で
き
な
く
な
る

そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
の
中
、ス
ラ
ッ
シ
ャ
ー
と
い

う
働
き
方
を
し
て
い
る
人
が
い
る
と
知
っ
て
、

こ
れ
な
ら
ば
私
の
し
た
い
働
き
方
が
で
き

る
！
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
も
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
農
作
物
収

穫
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、町
の
移
住
定
住

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
な
ど

色
々
な
こ
と
を
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
私
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ

増
や
し
な
が
ら「
ス
ラ
ッ
シ
ャ
ー
」と
し
て
こ

れ
か
ら
も
津
南
町
の
こ
と
を
勉
強
し
続
け

て
、発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
風
変
わ
り
な
働
き
方
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
の
2
年
間
で
私
が
学
ん
だ
津
南
町

の
事
や
外
か
ら
来
た
人
が
見
た
津
南
町
の

魅
力
、移
住
を
す
る
際
に
思
っ
た
こ
と
な
ど

を
フ
ル
活
用
し
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

退
任
し
て
も
大
好
き
な
津
南
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「
み
ど
り
戦
略
」の
詳
細
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い

農
業
の

知
識

豆

『みどりの食料システム戦略』
　現在、日本が直面している「温暖化」「大規模自然災害」「生産者の減少・高齢化」「地域コミュニティの衰
退」「新型コロナウイルスを契機とした生産・消費の変化」などの課題。農林水産省では、この課題に対し、
食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を革新する「みどりの食料システム戦略（略称：みどり戦
略）」を策定しました。

○農林水産業のCO2ゼロミッション化の実現
○低リスク農薬への転換、総合的な病害虫管理体系の確立・普及
　従来の殺虫剤に代わる新規農薬等の開発により
　化学農薬の使用量（リスク換算）を50％低減
○輸入原料や化学燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減
○耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25％（100万ha）に拡大
○2030年までに食品製造業の労働生産性を最低3割向上
○2030年までに食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料調達の実現を目指す　など

2050年までに目指す姿

期待される効果

持続的な
産業基盤の構築

国民の豊かな食生活
地域の雇用・所得増大

将来にわたり安心して
暮らせる地球環境の継承経 済 社 会 環 境

・輸入から国内生産への転換
・国産品の評価向上による
		輸出拡大
・新技術を生かした多様な働き方、			
		生産者のすそ野の拡大

・生産者、消費者が連携した健康的		
		な日本型食生活
・地域資源を活かした地域経済循環
・多様な人々が共生する地域社会

・環境と調和した食料、農林水産業
・化石燃料からの切替によるカーボ
ンニュートラルへの貢献
・化学農薬、化学肥料の抑制による
コスト低減

2050年までに
目指す姿
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『私たちはなぜこんなに貧しくなったのか』
	 ………………………………………………………………………………………文

ぶん

藝
げい

春
しゅん

秋
じゅう

●『逆境を活かす店 消える店』
	 …………………………………………………………日経BP日本経済新聞
●『僕が親ならこう育てるね』	……………………… 扶

ふ

桑
そう

社
しゃ

●『牛乳のワナ』	………………………………………………ビジネス社
●『AI支配でヒトは死ぬ。』	……………………ビジネス社
●『熱風団地』	 ……………………………………………………大

おお

沢
さわ

　在
あり

昌
まさ

●『聖刻』	 ………………………………………………………………堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

●『嗤う淑女二人』	…………………………………………中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

●『透明な螺旋』	………………………………………………東
ひがし

野
の

　圭
けい

吾
ご

●『アルテミスの涙』	……………………………………下
しも

村
むら

　敦
あつ

史
し

【子どもの本】 
●『大迫力！世界のモンスター・幻獣大百科』
	 …………………………………………………………………………………………… 西

さい

東
とう

社
しゃ

●『幸せな日々』	………………………………………………………… 国
こく

土
ど

社
しゃ

●『Fができない』	 …………………………………………………文
ぶん

研
けん

出
しゅっ

版
ぱん

●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 15』	 ………廣
ひろ

嶋
しま

　玲
れい

子
こ

●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 16』	 ………廣
ひろ

嶋
しま

　玲
れい

子
こ

●『ポッポポーン』	……………………… たまむら　さちこ
●『オムライスかいぎ』	 …………………………………泉

いずみ

　小
こ

春
はる

●『スパゲッティのうた』	 ………………………………ぺこみそ
●『へっへっへくしょーん』	 …………………………たあ先生
●『ばいばいコロナ』	 ……………………………………中

なか

川
がわ

　素
もと

子
こ

　

日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、朝
晩
は
肌

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、皆
様
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

　

図
書
担
当
の
私
風
巻
は
学
生
時
代
で

は
秋
の
訪
れ
を
金
木
犀
の
匂
い
で
感
じ

て
い
ま
し
た
。住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト

の
近
く
に
い
く
つ
か
咲
い
て
い
ま
し
た
。

秋
の
夕
方
、涼
し
い
風
を
感
じ
な
が
ら
、

金
木
犀
の
匂
い
を
嗅
ぐ
と
何
と
も
言
え

な
い
感
慨
深
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

～
最
後
の
頁
を
閉
じ
た

　
　
　
　
　

違
う
私
が
い
た
～

・
・
・
読
書
週
間
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
・
・
・

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
に
か
け
て

の
間
、読
書
週
間
と
な
り
ま
す
。開
催
期

間
は
も
と
も
と「
文
化
の
日
を
中
心
と

し
た
２
週
間
」と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し

た
が
、こ
の
運
動
が
全
国
的
に
広
が
っ

た
影
響
を
受
け
て
、始
ま
り
の
10
月
27

日
は
2
0
0
5
年
か
ら「
文
字
・
活
字
文

化
の
日
」と
い
う
記
念
日
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
ん
で
も「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平

和
な
文
化
国
家
を
作
ろ
う
」と
い
う
考

え
の
も
と
で
出
来
た
そ
う
で
す
。戦
後

間
も
な
い
頃
か
ら
始
ま
り
、今
年
で
つ

い
に
75
回
目
を
迎
え
ま
す
。区
切
り
の

良
い
回
数
に
図
書
担
当
に
な
っ
た
の
は

何
か
の
縁
で
す
ね
。

　
「
最
後
の
頁ペ

ー
ジ

を
閉
じ
た	

違
う
私
が
い

た
」が
今
年
の
標
語
で
す
。標
語
の
応
募

者
は「
没
頭
で
き
る
本
に
出
会
う
と
、読

み
終
え
て
も
す
ぐ
に
現
世
に
戻
れ
ま
せ

ん
。し
ば
ら
く
宙
に
浮
い
た
よ
う
な
感

覚
の
後
我
に
返
っ
て
も
、読
む
前
と
は

確
実
に
何
か
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。そ

ん
な
出
会
い
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。」と
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
む
中
で
、想
像
を
巡
ら
し
、物

語
に
没
頭
し
て
、気
づ
い
た
ら
終
わ
っ

て
…
。あ
る
い
は
、新
た
に
勉
強
し
た
り

知
識
を
つ
け
る
上
で
何
か
本
を
読
ん
で
、

読
み
終
わ
っ
た
頃
に
は
前
の
自
分
よ
り

ち
ょ
っ
と
成
長
し
た
り
…
。そ
ん
な
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
ど
ち
ら
と
も
取
れ

る
よ
う
な
素
敵
な
標
語
で
す
ね
。選
ば

れ
た
理
由
が
分
か
る
気
が
し
ま
す
。

　

皆
様
も
新
た
な
自
分
、昨
日
と
は
違

う
自
分
に
出
会
い
に
行
っ
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
？
新
た
な
物
語
の
世
界
へ
、

未
知
な
る
知
識
の
世
界
へ
の
扉
を
開
き

ま
し
ょ
う
。き
っ
と
素
敵
な
と
こ
ろ
へ

皆
様
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
は
ず
で

す（
た
だ
し
、熱
中
し
す
ぎ
て
寝
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
）。

■
休
館
日　

10
月
25
日
㈪
、11
月
29
日
㈪

大連合 SEINAN&TOYANO

～俺たちが組めば、甲子園は夢じゃない！～
　バスの事故で監督と部員の半数が重傷を負っ
た新潟成

せい

南
なん

高校と、監督のパワハラで退部者続
出により廃部の危機にある強豪・鳥

と

屋
や

野
の

高校が「連
合チーム」で予選に出場。県内ナンバーワン投手・
成南の里田と鳥屋野キャプテンの尾沢が中学校
以来のバッテリーを組み、甲子園を目指す。

堂場　瞬一

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

10月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

鳴な

く
真ま

似ね

を
電で

ん

話わ

で
伝つ

た

え
名な

を
聞き

け
ば

「
と
ら
つ
ぐ
み
だ
」
と
君き

み

即そ
く

答と
う

す	

江
村
美
智
代

カ
タ
カ
タ
と
ミ
シ
ン
の
音お

と

の
リ
ズ
ム
よ
く

布ぬ
の

が
進す

す

み
て
ひ
と
日ひ

過す

ぎ
た
り	

北
村
ま
さ
子

足あ
し

の
爪つ

め

に
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
つ
け
て
裸は

だ

足し

で
歩あ

る

く

青あ
お

空ぞ
ら

の
下し

た

暑あ
つ

く
照て

ら
さ
れ	

小
島
香
代
子

待ま

ち
望の

ぞ

み
期き

待た
い

と
失し

つ

望ぼ
う

繰く

り
返か

え

し

妻つ
ま

に
漸よ

う
や

く
命い

の
ち

が
宿や

ど

る	
江
村
大
輔

赤あ
か

と
ん
ぼ
を
頭あ

た
ま

に
止と

ま
ら
す
石い

し

地じ

蔵ぞ
う

の

穏お
だ

し
き
顔か

お

を
秋あ

き

の
日ひ

照て

ら
す	

津
端
恵
子

傘か
さ

鉾ぼ
こ

も
神み

輿こ
し

も
な
く
て
ひ
っ
そ
り
と

今こ

年と
し

の
祭ま

つ

り
も
過す

ぎ
て
ゆ
き
た
り	

貝
澤
圭
子

集あ
つ

ま
り
て
燕つ

ば
め

の
多お

お

く
飛と

び
交か

え
り

旅た
び

立だ

つ
時と

き

の
近ち

か

き
を
告つ

ぐ
る	

関
谷
郁
子

摑つ
か

む
も
の
六む

月つ
き

の
孫ま

ご

は
ま
づず

舐な

め
て

次つ
ぎ

に
か
じ
り
て
触し

ょ
っ

感か
ん

確た
し

か
む
（
愛
紗
六
カ
月
）

	

恩
田
久
美
子

真ま

夜よ

中な
か

に
父ち

ち

に
抱だ

か
れ
て
来こ

し
孫ま

ご

の

小ち
い

さ
き
背せ

中な
か

撫な

で
て
寝ね

か
し
ぬ
（
嫁
の
陣
痛
始
ま
る
）

	

丸
山
直
子

秋あ
き

野や

菜さ
い

霧き
り

晴は

れ
ゆ
け
ば
そ
の
緑み

ど
り

昨さ
く

夜や

の
雨あ

め

に
生い

き
生い

き
と
し
て	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

気き

ぜ
は
し
く
蝉せ

み

鳴な

き
競き

そ

ふ
大た

い
じ
ゅ樹

あ
り	

妙　

一ひ
と

休や
す

み
鍬く

は

の
取と

っ
手て

の
赤あ

か

と
ん
ぼ	

守　

人

ぶ
ら
さ
が
る
夕ゆ

ふ
が
ほ顔
の
実み

の
尻し

り
お
も重
し	

壽　

子

思お
も

ふ
こ
と
口く

ち

に
は
出だ

さ
ず
心と

こ
ろ

太て
ん	

芳　

司

ま
た
小こ

ご
と言

貰も
ら

ひ
に
来き

た
ぜ
墓は

か

洗あ
ら

ふ	

千
年
雄

蛙か
へ
る

追お

ふ
幼を

さ
な

の
足あ

し

取ど

り
か
へ
る
と
び	

緑　

新し
ん

涼り
ゃ
う

や
眼め

の
あ
る
ご
と
く
蔓つ

る

の
先さ

き	

房　

良

人ひ
と

来く

れ
ば
鴉か

ら
す

飛と

び
立た

つ
青あ

を

胡く
る

桃み	

渡　

舟

宿し
ゅ
く

題だ
い

を
逃に

げ
る
白し

ろ

い
歯は

日ひ

や焼
け
の
子こ	

れ
い
子

夜よ
る

の
秋あ

き

一い
ち
ま
い枚
は
お
り
読ど

く
し
ょ書
か
な	

フ
ミ
子

停と
ど

ま
ら
ず
流な

が

れ
る
水み

ず

の
辺ほ

と
り

に
も

白し
ろ

き
コ
ス
モ
ス
揺ゆ

れ
て
咲さ

き
ゐい

る	

小
野
寺
恒
代

廃は
い

屋お
く

の
空あ

き

地ち

に
群む

れ
咲さ

く
立た

ち

葵あ
お
い

梅つ

雨ゆ

の
晴は

れ
間ま

に
色い

ろ

際き
わ

立た

た
す	

高
橋
春
枝

自し

然ぜ
ん

界か
い

四し

季き

折お
り

々お
り

の
色し

き

彩さ
い

に

心こ
こ
ろ

安や
す

ら
ぐ
郷き

ょ
う

土ど

の
野の

山や
ま	

内
山
キ
ク

短た
ん

歌か

詠よ

む
張は

り

合あ

ひい

持も

ち
て
一ひ

と

人り

居い

の

十じ
ゅ
う

年ね
ん

目め

過す

ぎ
八や

十そ

路じ

に
入い

り
ぬ	

麻
績
初
恵

君き
み

と
我わ

れ

な
ぜ
に
早は

や

く
に
逢あ

はわ

な
ん
だ
と

言い

ひい

て
悔く

や

み
て
笑わ

ら

ひい

し
二ふ

た

人り	

滝
沢
勝
枝

夕ゆ
う

焼や

け
を
合あ

い

図ず

の
如ご

と

く
庭に

わ

に
い
た

ト
ン
ボ
ら
は
全す

べ

て
い
な
く
な
り
た
り	

風
巻
京
子

黄こ
う

葉よ
う

の
橅ぶ

な

の
ひ
と
も
と
明あ

か

る
く
し

晩ば
ん

秋し
ゅ
う

の
陽ひ

は
深ふ

か

く
及お

よ

べ
り	

鈴
木
綾
子

ひ
と
す
ぢじ

の
断た

た
る
る
道み

ち

は
あ
ら
はわ

れ
て

医い

師し

の
こ
と
ば
の
わ
れ
を
つ
ら
ぬ
く	

萩
原
光
之

	

（
十
月
二
日
逝
去
）

長
生
学
園

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
屋や

根ね

登
る
ご
と
雨あ

ま

蛙が
え
る

夕ゆ
う

食し
ょ
く

に
く
る
カ
ラ
ス
戸ど

の
外そ

と	

中
村
武
子
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＜実施された行事＞
〔９月〕
	 22日	 全員協議会
	 24日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 （議長、広域事務組合議会議員）
	 30日	 町村議会広報研修会
	 	（広報特別委員）

〔10月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	 8日	 建策要望検証会

＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 22日	 全議員研修会（後期）

〔11月〕
	 2日	 町村自治に関する研修会
	 2日	 町村長との懇談会（議長）
	 5日	 全員協議会
	 17日	 令和４年度建策要望申入れ

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

	5800日	髙橋美佐子（見玉）
	3900日	和久井かつ子（大割野）
	3300日	志賀春信（船山）
	1800日	涌井直治（段野団地）
	1700日	涌井和子（割野）
	 600日	福原千代野（外丸）
	 500日	桑原　正（船山）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、ジョギング、卓球他

病
院
歳
時
記

　

骨
を
つ
く
る
た
め
に
重
要
な
栄
養
素
は
３

つ
あ
り
ま
す
。

①
カ
ル
シ
ウ
ム
…
骨
の
主
成
分
で
あ
り
丈
夫

な
骨
を
作
る
の
に
必
要
で
す
。乳
製
品
、小

魚
、大
豆
製
品
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
…
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。魚
介
や
き
の
こ
類
に
含

ま
れ
ま
す
。ま
た
、日
光
を
浴
び
る
こ
と
に

よ
り
体
の
中
で
も
生
成
さ
れ
ま
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
…
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
後
、骨

の
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。緑
色
の
野

菜
や
、海
藻
、納
豆
な
ど
に
豊
富
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
Ｋ
は
油
に
溶
け
る
性
質
が

あ
り
、ま
た
加
熱
し
て
も
壊
れ
に
く
い
た
め
、

炒
め
物
や
揚
げ
物
な
ど
、油
を
使
う
調
理
法

で
食
べ
る
と
吸
収
率
が
上
が
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、厚
揚
げ
と
野
菜
、ひ
じ
き
を
、味
を

と
と
の
え
な
が
ら
油
で
炒
め
て
、上
に
ホ
ワ
イ

ト
ソ
ー
ス
と
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
オ
ー
ブ
ン
で

焼
く
だ
け
で
、一
度
に
効
率
よ
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

日
頃
の
食
事
で
あ
ま
り
食
べ
て
い
な
い
食

品
が
あ
れ
ば
、３
つ
の
栄
養
素
を
少
し
で
も
取

り
入
れ
て
骨
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。

骨
を
強
く
す
る
食
事

管
理
栄
養
士
　
桑
原
　
広
夢

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な

る
の
は
、
令
和
３
年
中
（
令
和
３
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
す
（
令
和
３
年
中
に
納
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
の

保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
対
象
者
宛
て
に
発

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご

自
身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、

そ
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て

も
有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制

度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所　

　

℡
０
２
５
‐
７
６
１
‐
０
０
０
８

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
に
続
き

「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す
！
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

ト
レ
ス
を
発
散
！
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

○
月
曜
日
：
午
後
８
時
〜
９
時
半

○
水
曜
日
：
午
後
1
時
半
〜
３
時
半

○
金
曜
日
：
午
前
9
時
半
〜
11
時
半

※
水
曜
・
金
曜
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

■
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
と
、
腕
の
動
き
を
組
み

合
わ
せ
、
気
持
ち
良
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

日
常
で
は
動
か
さ
な
い
部
分
も
し
っ
か
り

使
っ
て
ス
ッ
キ
リ
爽
快
で
す
。

○
月
曜
日
：
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

○
月
曜
日
：
午
後
７
時
〜
８
時

■
ロ
コ
チ
ャ
レ
60
（
そ
だ
き
苑
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で

行
い
ま
す
。
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

○
火
曜
日
：
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

■
放
課
後
活
動
支
援
事
業
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

T
a
p
で
は
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後

が
よ
り
良
い
時
間
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

○
こ
の
指
と
ー
ま
れ
！
（
月
曜
日
に
実
施
）

　

外
遊
び
を
中
心
に
、
思
い
切
り
体
を

動
か
し
て
遊
び
ま
す
。

　

T
a
p
会
員
に
加
入
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
教
室
に
、
お
得
に
参
加
す
る
事
が

で
き
ま
す
。
会
員
費
、

教
室
の
参
加
料
、
詳

細
に
つ
い
て
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

読
書
の
秋
、食
欲
の
秋
、芸
術
の
秋
。皆
さ

ん
は
今
年
、何
の
秋
に
し
た
い
で
す
か
？

　

日
頃
の
運
動
不
足
が
気
に
な
っ
て
い
る
方
は

T
a
p
会
員
に
加
入
し
、「
運
動
の
秋
」に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
向
け
て
動
く
チ
ャ

ン
ス
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

寒
い
時
期
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
、行
っ
て
い
る
T
a
p
の
運
動
教
室
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ピ
ン
ポ
ン
卓
球
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

曜
日
ご
と
に
３
つ
の
時
間
帯
が
あ
り
、
ど

の
枠
も
気
楽
に
卓
球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ス

○
○
の
秋
！
み
な
さ
ん
は
何
の
秋
？

各
種
教
室
・
会
員
募
集
の
ご
案
内 

■お問い合わせ：総合センター Tap事務局　℡765-5776

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

研
究
コ
ン
ク
ー
ル

　

学
校
外
で
も
、子
ど
も
達
が
自
ら
ジ
オ
パ
ー

ク
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
良
さ

や
楽
し
さ
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
が
、
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

今
年
度
は
、
津
南
町
・
栄
村
の
小
・
中
学

生
１
２
５
人
（
共
同
出
品
あ
り
）
か
ら
、ノ
ー

ト
や
大
洋

紙
に
書

か
れ
た
調

査
・
観
察

記
録
や
詳

細
な
模
型

な
ど
の
応

募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

９
月
21
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、
津
南
小
学

校
６
年
生
・
小
島
ひ
か
り
さ
ん
の「
ジ
オ
パ
ー

ク
ブ
ッ
ク
」
が
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興

協
議
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
石い

し

落お
と

し
や

蛇じ
ゃ

淵ぶ
ち

の
滝
な
ど
、
自
分
で
め
ぐ
っ
た
ジ
オ
サ

イ
ト
が
、
ス
ケ
ッ
チ
と
解
説
・
感
想
で
詳
し

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
受
賞
作
品

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

副
会
長
賞

　

栄
小
学
校
４
年	

島し
ま

崎さ
き

夏な
つ

芽め

さ
ん

　
「
小
滝
の
生
き
物
調
べ
」

○
津
南
町
教
育
長
賞

　

津
南
小
学
校
２
年	

髙
橋
も
も
さ
ん

　
「
わ
た
し
が
見
た
苗
場
山
」

○
栄
村
教
育
長
賞

　

栄
小
学
校
５
年	

保
坂
泉み

ず

妃き

さ
ん

　
「
栄
村
に
住
ん
で
い
る
鳥
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
賞

　

津
南
小
学
校
１
年	

江
村
陽ひ

葵ま
り

さ
ん

　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
め
ぐ
り
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
賞

　

津
南
中
等
教
育
学
校
１
年
１
・
２
組
73
名

　
「
調
べ
て
み
よ
う
！
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
賞

　

芦
ヶ
崎
小
学
校
４
年	

石
田　

幹か
ん

さ
ん

　
「
た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
」

内容も表現も様々で力作ぞろい

小島ひかりさんの「ジオパークブック」
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■人口9,110（−13）　男4,418（−７）　女4,692（−６）

■世帯数3,473（−９）　■転入／６　■転出／ 11　■出生／５　■死亡／ 13　■婚姻／１10月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展
　「魚沼地方の古代
　～山里のなりわいと交流～」
　会　期：9月4日㈯～ 11月3日（水・祝）
　津南町の弥生時代〜古代の資料を中心に、稲作の伝来から

平安時代の魚沼地域の文化的諸様相を紹介します。

●津南シンポジウムⅩⅦ「魚沼地方の弥生
　時代から古墳時代の地域間交流」
　日　時：10月23日㈯　13：00 ～ 17：00
　会　場：津南町総合センター　参加費：2,000円（資料代）
　稲作伝来以後、魚沼地域は大きく変革します。そして、その流れは古墳時代・古

代へと受け継がれます。特に古墳時代は他地域との交流が活発化します。近年発

見が相次ぐ出土資料からその様相を探ります。

　お申込み先：津南町教育委員会文化財班　☎765-2299

●苗場山麓ぶらり旅
　日　時：11月3日（水・祝）　9：00 ～ 12：00
　体験料：無料　　対　象：小学3年生～大人
　苗場山麓ジオパーク推進室の佐藤雅一さんととも

に上郷地区を歩きます。

●大人の石器づくり～石槍～
　日時：11月27日㈯　10：00 ～ 12：00
　体験料：500円　　対　象：小学5年生～大人
　鹿角を使って黒曜石を割り石槍をつくります。当時

と同じ手法でつくる本格的な体験です。

●津南学叢書刊行のお知らせ
　第41輯『魚沼地方の古代－山里のなりわいと交流－』　1,500円
　第42輯『魚沼地方の弥生時代から古墳時代の地域間交流 予稿集』　2,000円
  上記2冊を同時にご購入いただくと、セット価格3,000円でお買い求めいた

だけます。

秋季企画展

苗場山麓ぶらり旅

大人の石器づくり

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日（祝） 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅 無料 中学年以上

6日㈯ 13:30～15:30 布ぞうりづくり 800 高学年以上

7日㈰ 10:00～11:00 ネイチャーゲーム
※悪天候の場合は屋内で「草花あそび」

500 低学年以上

13日㈯ 13:30～15:30 アンギン編み初級編 1,000 中学年以上

14日㈰ 13:30～15:30 ひょうたんのランプシェード
※ライトは別途950円

1,000 10才以上

20日㈯ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

21日㈰ 10:00～11:00 自然観察会 300 低学年以上

23日（祝） 13:30～14:30 ろうそくのランタン 800 高学年以上

27日㈯ 10:00～12:00 大人の石器づくり～石槍～ 500 高学年以上

28日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

斎喜あかり（上段）	 翔太さん
	 いずみさん

津端　亮
りょう

伍
ご

（外丸）	 健三さん
	 紗弥花さん

大平　　倫
りん

（割野）	 達也さん
	 裕加里さん

河田　友治さん	 （99歳・大井平）

石原　一男さん	 （87歳・大割野）

村山　正長さん	 （98歳・下船渡）

小島　一弘さん	 （77歳・芦ヶ崎）

柳澤　利市さん	 （86歳・恵福園）

山田　清治さん	 （88歳・正面）

中島　満男さん	 （72歳・大井平）

髙野　ナカさん	 （96歳・恵福園）

石澤サダ子さん	 （93歳・鹿渡新田）

髙橋　昭二さん	 （84歳・小島）

斎藤　貴志さん（船山）
井　杏澪さん（南魚沼市）｝

残
念
な
が
ら
紅
葉
が
終
わ
り
を
迎

え
て
い
ま
し
た
が
、９
合
目
付
近
で

は
綺
麗
な
紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。日
頃
の
運
動
不
足
が
た
た

り
、重
度
の
筋
肉
痛
に
数
日
間
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
が
、い
い
写
真
が
撮
れ

ま
し
た
。今
後
も
、津
南
の
豊
か
な
自

然
を
写
真
に
収
め
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。	

村
山
拓
也

　

今
月
は
上
旬

に
二
日
連
続
で

登
山
を
し
ま
し
た
。人
生
初
登
山
で

氷
山
と
苗
場
山
に
登
り
、ど
ち
ら
も

天
気
よ
く
山
頂
ま
で
到
達
す
る
こ
と

が
で
き
、と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た

で
す
。９
合
目
付
近
と
山
頂
に
広
が

る
池
塘
は
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
景
色
で
感
動
し
ま
し
た
。頂
上
は

広
報

つ
な

ん
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
津
南
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
防

災
の
出
前
授
業
。津
南
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
が

講
師
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
、急
に
地
震
が
来
た
と

き
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
考
え
ま
し
た
。


